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南
梁
（
五
〇
二
～
五
五
七
）
の
時
代
、
宗
廟
・
宮
中
の
儀
禮
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
る
樂
の
歌
詞
は
、
二
度
そ
れ
ぞ
れ
な
る
作
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
一
度
目
は
、
天
監
年
（
五
〇
二
～
五
一
九
）
の
初
め
に
、
沈
（
四
四
一
～
五
一
三
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
二
度
目
は
、
普
年
（
五
二
〇
～
五
二
六
）
の
初
め
に
、
蕭
子
雲
（
四
八
七
～
五
四
九
）
が
沈
の
も
の
を
改
定
し
て
制
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
普
年
、
梁
が
沈
制
作
の
樂
を
廢
し
、
新
し
く
樂
を
改
定
し
た
の
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一
つ
は
宗
	上
の
理
由
（
１
）か
ら
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
樂
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
を
求
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。こ
こ
で
は
、
特
に
樂
改
定
の
第
二
の
理
由
―
歌
詞
上
の
問
題
―
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

體
に
は
、
沈
と
蕭
子
雲
の
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
制
作
し
た
宮

樂
の
う
ち
、
燕
射
歌
辭
（
２
）十
九
首
を
比
較
し
て
、
彼
ら
二
人
の
制
作
し
た
樂
の
歌
詞
に
お
け
る
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
そ
の
結
果
を
參
照
し
つ
つ
、
樂
改
定
の
背
後
に
ひ
そ
む
文
學
・
政
治
な
問
題
の
一
端
も
考
察
し
て
み
た
い
。
一
梁
代
に
お
け
る
郊
廟
歌
辭
・
燕
射
歌
辭
制
作
の
經

（
一
）
天
監
年

沈
・
蕭
子
雲
の
兩
が
制
作
し
た
樂
の
歌
詞
の
特
色
に
つ
い
て
論
じ
る
よ
り
に
、
ま
ず
梁
代
の
樂
制
作
の
經
に
つ
い
て
べ
た
い
。天
監
年
に
お
け
る
樂
制
作
の
經
は
、
『
隋
書
』
卷
十
三
・

136
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
そ
の
用
例
典
據
の
比
較

谷
孝
之
樂
志
上
に
見
え
る
記
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
梁
の
武
蕭
衍
は
、
建
國
初
年
の
天
監
元
年
（
五
〇
二
）、
南
齊
王
の
樂
を
改
め
、
新
し
い
梁
の
樂
制
作
を
命
ず
る
詔
敕
を
下
し
た
。
梁
氏
之
初
、
樂
齊
舊
。
武
思
弘
古
樂
、
天
監
元
年
、
遂
下
詔
訪
百
僚
曰
、
「
夫
聲
之
、
與
政
	矣
。

以
移
風
易
俗
、
明
貴
辨
賤
。
而
韶
之
稱
空
傳
、
咸
之
實
靡
託
、
魏
晉
以
來
、
陵
替
甚
。
遂
使
鄭
混
淆
、
鍾
石
斯
謬
、
天
人
缺
九
變
之
、

失
四
懸
之
儀
。
昧
旦
坐
、
思
求
厥
旨
、
而
舊
事
匪
存
、
未
釐
正
、
寤
寐
有
懷
、

爲
歎
息
。
卿
等
學

	明
、
可
陳
其

見
。」
梁
氏
の
初
め
、
樂
は
齊
の
に
る
。
武

古
樂
を
弘 ひ
ろめ
ん
こ
と
を
思
い
、
天
監
元
年
、
遂
に
詔
を
下
し
百
僚
に
訪
ね
て
曰
く
、
「
夫
れ
聲
の
は
、
政
と
	ず
。
風
を
移
し
俗
を
易 か
え
、
貴
を
明
ら
か
に
し
賎
を

わ
か
つ

以
ゆ
え
ん
な
り
。
而
る
に
韶
・
（
語
①
）
の
稱
は
傳
う
る
を
空
し
う
し
、
咸
・
（
語
②
）
の
實
は
託
す
る
靡 な
し
。
魏
晉
以
來
、
陵
替

ま
す
ます
甚
だ
し
。
遂
に
・
鄭
を
し
て
混
淆
し
、
鍾
石
を
し
て
斯
し

び
ゆ
うせ
し
め
、
天
人
を
し
て
九
變
（
語
③
）
の
を
缺
き
、

ち
ょ
う

え
ん
を
し
て
四
懸
（
語
④
）
の
儀
を
失
わ
し
む
。

昧 ま
い旦 た
ん
に
坐
し
、
厥 そ
の
旨
を
求
め
ん
こ
と
を
思
う
。
而
る
に
事
存
せ
ず
、
未
だ
釐 り
正 せ
いす
る
を
ず
、
寤 ご
寐 び
に
懷 お
も
う
こ
と
有
り
て
、
爲
に
歎
息
す
る

な
り
。
卿
等
學

	明
す
、
其
の
見
る

を
陳 の
ぶ
可
し
。」
こ
の
詔
敕
の
中
か
ら
、
武
の
樂
に
對
す
る
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
樂
の
と
は
、
本
來
政
事
と
風
俗
の

に
	じ
る
重
な
も
の
で
あ
る
（
３
）。
古
代
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
機
能
を
果
た
し
て
き
た
樂
も
、
魏
晉
以
に
な
る
と
、
本
來
「
」
と
呼
べ
な
い
素
が
混
入
し
、
樂
と
し
て
あ
る
べ
き
か
ら

し
た
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な


を
改
め
、
樂
本
來
の
果
た
す
べ
き
機
能
を
も
つ
、
新
し
い
樂
を
制
定
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
武
の
意
向
に
こ
た
え
る
た
め
、
當
時
散
騎
常
侍
・
沈
 ・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
!谷
）
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語
：
①
韶
・
―
古
代
の
天
子
、
"・
殷
の
湯
王
の
時
代
の
曲
名
。
一
#に
、
殷
の
湯
王
の
樂
名
と
も
い
う
。
②
咸
・
―
古
代
の
樂
曲
、「
咸
池
」・「
五
」
の
$稱
。「
咸
池
」
は
%
の
樂
、
「
五
」
は

&
こ
く
の
樂
と
い
わ
れ
る
。
③
九
變
―
樂
曲
が
九
た
び
變
し
て
演
奏
さ
れ
る
こ
と
、
「
九
'」
に
同
じ
。
④
四
懸
―
天
子
の
樂
。
古
代
で
は
、
天
子
の
み
が
鍾
（
＝
鐘
）
を
四
方
に
懸
け
て
演
奏
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
書
僕
射
で
あ
っ
た
沈
は
、
武
に
對
す
る
上
奏
文
の
中
で
、
樂
制
定
に
關
す
る
方
針
を
の
よ
う
に
あ
ら
わ
し
た
。
…
…
案
初
典
章
滅
、
	儒

拾
渠
牆
壁
之
、
得
片


文
、
與
禮
事
相
關
、


以
爲
禮
、
皆
非
人
之
言
。
令
取
呂
氏
春
秋
、
中
庸
、
表
記
、
防
記
、
緇
衣
、
皆
取
子
思
子
、
樂
記
取
公
孫
尼
子
、
檀
弓
殘
雜
、
又
非
方
幅
典
誥
之
書
也
。
…
…
陛
下
以
至
之
、
應
樂
推
之
符
、
實
宜
作
樂
崇
、
殷
上
。
而
樂
書
淪
、
案
無
。
宜

	生
、
分
令
討
經
史
百
家
、
凡
樂
事
無
小
大
、
皆
別
纂
。
乃
委
一
舊
學
、
撰
爲
樂
書
、
以

千
載
文
、
以
定
大
梁
之
樂
。
使
五
懷
慚
、
六
莖
興
愧
。
…
…
案
ず
る
に
初
典
章
滅
し
、
	儒
渠
・
牆
壁
の

に


く
ん
拾 しゆ
うし
て
、
片
・
文
の
、
禮
事
と
相
關
わ
る
を
得
う
れ
ば
、
ち

し
以
て
禮
と
爲
す
も
、
皆
人
の
言
に
非
ず
。
「
令
」
は
『
呂
氏
春
秋
』
を
取
り
、「
中
庸
」「
表
記
」「
防
記
」
「
緇
衣
」
は
皆
『
子
思
子
』
（
語
①
）
を
取
る
。
「
樂
記
」
は
『
公
孫
尼
子
』
（
語
②
）
を
取
り
、
「
檀
弓
」
は
殘
雜
し
て
、
又
た
方
幅
・
典
誥
の
書
に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
陛
下
至
の
を
以
て
、
推
す
を
樂
し
む
の
符
に
應
ず
。
實 まこ
とに
宜
し
く
樂
を
作
し

を
崇
め
、
殷 お
おい
に
上
に
む
べ
し
。
而
る
に
樂
書
淪
し
、

案
す
る
に
無
し
。
宜
し
く
	生
を
び
、
分
か
ち
て
經
史
百
家
を
討
せ
し
め
、
凡
そ
樂
事
は
小
大
と
無
く
、
皆
別
に
纂
す
べ
し
。
乃
ち
一
學
に
委
ね
、
撰
し
て
樂
書
を
爲 つ
くら
し
め
、
以
て
千
載
の
文
を
こ
し
て
、
以
て
大
梁
の
樂
を
定
め
ん
。
五
（
語
③
）
を
し
て
慚 は
じ
を
懷 お
も
わ
し
め
、
六
 （
語
④
）
を
し
て
愧 は
じ
を
興 お
こさ
し
め
ん
。
沈
は
、
ま
ず
禮
樂
の
復
興
が
困
!で
あ
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
代
の
初
め
、
制
度
文
物
が
滅
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
後
に
儒
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
斷
片
が
收
集
・
修
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
本
來
人
の
言
と
關
係
の
な
い
も
の
ま
で
が
紛
れ
"ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
あ
る
禮
制
に
つ
い
て
の
書
物
と
い
う
の
は
、
實
際
に
は
春
秋
戰
國
の
	子
の
書
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
の
禮
制
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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語
：
①
『
子
思
子
』
―
『
隋
書
』
卷
三
十
四
・
經
#志
三
に
「
子
思
子
七
卷
、
魯
穆
公
師
孔
$撰
」
を
%
す
る
。
②
『
公
孫
尼
子
』
―
『
隋
書
』
卷
三
十
四
・
經
#志
三
に
「
公
孫
尼
子
一
卷
、
尼
似
孔
子
弟
子
」
を
%
す
る
。
③
五
・
六
 ―
い
ず
れ
も
古
代
の
天
子
の
時
代
の
曲
名
。「
五
」
は

&
こ
くの
'樂
、「
六
 」
は
(
せ
ん
)
ぎ
よ
くの
'樂
と
さ
れ
る
。
を
傳
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、
沈
は
に
樂
復
興
の
方
策
を
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
經
・
史
・

子
の
書
の
中
か
ら
、
樂
に
關
係
あ
る
記
を
細
大
漏
ら
さ
ず
收
集
・
整
理
し
、
そ
れ
を
一
人
の
學
に
委
ね
て
樂
を
制
作
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
何
	
と
う之
・


・
任
ら
に
よ
る
意
見
が
上
奏
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
意
見
が
武
自
身
に
よ
っ
て
取

擇
さ
れ
た
後
、
沈
に
よ
っ
て
樂
の
制
定
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
二
）
普
年

天
監
年
、
沈
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
樂
は
、
普
年
の
初
め
、
蕭
子
雲
に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
隋
書
』
卷
十
三
・
樂
志
上
を
參
照
）。
こ
の
時
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
『
梁
書
』
卷
三
十
五
・
蕭
子
雲
傳
に
お
け
る
、
蕭
子
雲
の
上
奏
と
詔
敕
と
の
應
答
の
中
で
、
そ
の
理
由
が
詳
し
く
べ
ら
れ
て
い
る
。
梁
初
、
郊
廟
未
革
牲
、
樂
辭
皆
沈
撰
、
至
是
承
用
、
子
雲
始
建
言
宜
改
。
曰
、
「
…
…
臣
比
職
齋
官
、
見
伶
人
歌
、
用
未
革
牲

曲
。
圜
丘
燎
、
言
『
式
備
牲
』
、
北
郊

、
亦
奏
『
牲
玉
孔
備
』。
廟
登
歌
、
而
稱
『
我
牲
以
』、
三

擧
、
詠
『
朱
尾
碧
鱗
』
。
聲
被
鼓
鍾
、
未
符
制
。
臣
職
司
儒
訓
、
意
以
爲
疑
、
未
審
應
改
定
樂
辭
以
不
。」
梁
初
、
郊
廟
未
だ
牲 せ
い

せ
んを
革 あら
ため
ず
、
樂
辭
は
皆
な
沈
撰
し
、
是
に
至
る
も
承
用
す
。
子
雲
始
め
て
宜
し
く
改
む
べ
き
を
建
言
す
。
し
て
曰
く
、「
…
…
臣
比 この
ご
ろ齋
官
を
職
し
、
伶
人
の
歌
う

を
見
る
に
、
お
未
だ
牲 せ
い

せ
ん
を
革 あら
ため
ざ
る
の
曲
を
用
う
。
圜 え
ん
丘 き
ゆ
うの

し
燎 りよ
う（
語
①
）
に
、
お
『
式 も
つて
牲 せ
い

せ
んを
備
う
』
と
言
い
、
北
郊
の

か
ん
に
も
、
亦
た
『
牲
玉
孔 はな
はだ
備
う
』
と
奏
す
。
廟
に
登
歌
す
る
に
、
『
我
が
牲
以
て
し
』
と
稱
し
、
三
（
語
②
）
の

 （
語
③
）
に
、
お
『
朱
尾
碧
鱗
』
と
詠
う
。
聲
は
鼓
鍾
に
被
ら
し
め
、
未
だ
制
に
符
せ
ず
。
臣
職
は
儒
訓
を
司
り
、
意 こ
こ
ろに
以
て
疑
を
爲
す
も
、
未
だ
應 ま
さに
樂
辭
を
改
定
す
べ
き
や
以
て
不 い
なや
を
審
ら
か
に
せ
ず
。」
と
。
ま
ず
蕭
子
雲
は
、
沈
の
制
作
し
た
歌
詞
の
い
く
つ
か
の
箇
に
、
梁
の
儀
禮
が
改
革
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
!合
が
生
じ
た
こ
と
を
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
"谷
）
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語
：
①
燎
―
古
代
の
官
名
、
樂
を
つ
か
さ
ど
る
。
②
三
―
天
子
の
三
つ
の

#（
燕
・
$
・
外
）
を
さ
す
。
③

 ―
天
子
が
事
を
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
時
に
演
奏
さ
れ
る
樂
を
い
う
。
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
體
に
は
、
武
が
天
監
十
六
年
（
五
一
七
）、
生
を
禁
じ
る
佛
に
從
っ
て
、
宗
廟
に
供
え
る
犧
牲
を
省
き
、
野
・
果
物
を
そ
の
代
用
と
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
（
『
梁
書
』
卷
二
・
武

紀
參
照
）。
こ
の
よ
う
な
儀
禮
上
の
改
革
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
儀
禮
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
る
樂
の
歌
詞
に
、
な
お
も
「
牲
」
の
よ
う
に
生
に
ふ
れ
る
歌
詞
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
こ
れ
が
蕭
子
雲
の
	張
し
た
樂
改
定
の
理
由
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
續
く
武
の
詔
敕
で
は
、
沈

制
定
の
樂
を
改
定
す
る
、
別
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
敕
曰
、
「
郊
廟
歌
辭
、
應
須
典
誥
大
語
、
不
得
雜
用
子
史
文
章
淺
言
、
而
沈


撰
、
亦
多
舛
謬
。」
敕
し
て
曰
く
、
「
郊
廟
歌
辭
は
、
應
に
典
誥
の
大
語
を
須 も
ち
う
べ
し
、
子
・
史
の
文
章
の
淺
言
を
雜
用
す
る
を
得
ず
。
而
る
に
沈


の
撰
す
る
、
亦
た
舛
謬
多
し
。」
こ
の
敕
命
で
武
が
	張
し
た
の
は
、
沈

の
制
作
し
た
樂
の
歌
詞
に
對
す
る
、
樣
式
な
面
に
つ
い
て
の
批
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
樂
は
本
來
、
經
書
の
言
を
用
い
て
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
沈

の
制
定
し
た
樂
に
は
、
そ
れ
以
外
の
史
書
・
子
に
見
え
る
言
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
樂
と
し
て
は
大
い
に
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
詔
敕
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
答
え
る
た
め
、
蕭
子
雲
は
さ
ら
に
の
よ
う
に
上
奏
し
た
。
こ
の
上
奏
文
に
お
け
る
彼
の
	張
は
、
先
に
あ
げ
た
武
の
敕
命
の
容
を
よ
り
體
し
た
も
の
で
あ
る
。
子
雲
答
敕
曰
、
「
殷

饗
、
樂
以
名
、
理
應
正
五
經
、
人

。
而
來
此
製
、
不
用
經
典
、

之
撰
、
彌
復
淺
雜
。
臣

易

十
曲
、
惟
知
牲

革
、
宜
改
歌
辭
、
而
承
例
、
不
流
俗
乖
體
。
奉
令
旨
、
始
得
發
矇
。
臣
夙
本
庸
滯
、
昭
然
忽
、
 依
旨
、
悉
改

制
。
惟
用
五
經
爲
本
、
其
爾
、
!易
、
"書
、
大
戴
禮
、
#是
經
誥
之
流
、
愚
意
亦
取
$用
。
臣
又
%
&
'
書
、
殷
頌
!
、
稱
美
是
一
、
而
復
各
(時
事
。
大
梁
革
)、
偃
武
脩
文
、
制
禮
作
樂
、
義
高
三
正
、
而

撰
歌
辭
、
惟
*稱

+之
美
、
了
不
序
皇
制
作
事
。
頌
例
、
於
體
爲
,。
伏
以
旨
定
樂
論
鍾
律
-
.、
文
思
深
/。
命
世
一
出
、
方
懸
日
0。
不
刊
之
典
、
禮
樂
之
、
1治

。
 一
二
綴
、
各
隨
事
顯
義
、
以
明
制
作
之
美
。
覃
思
累
日
、
今
始
克
就
、
 以
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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上
。」
敕
竝
施
用
。
子
雲
敕
に
答
え
て
曰
く
、
「
殷
・
饗
、
樂
は
を
以
て
名
づ
く
。
理
と
し
て
應 ま
さに
正
し
く
五
經
人
の

を
	る
べ
し
。
而
る
に

よ
り
來 この
かた
此
の
製
、
經
典
を
用
せ
ず
。
の
撰
す
る
、
彌
復
い
よ
い
よ淺
雜
た
り
。
臣
に
易 か
え
し
の
の
十
曲
、
惟 た
だ
牲 せ
い

せ
ん
に
革 あら
たま
り
、
宜
し
く
歌
辭
を
改
む
べ
き
の
み
を
知
り
て
、
お
例
を
承 う
け
て
、
俗
に
流
れ
體
に
乖 そ
むく
を
わ
ず
。
に
令
旨
を
奉
じ
、
始
め
て
矇
を
發 ひ
らく
を
得
た
り
。
臣
夙 つ
とに
本 も
と庸
滯
た
る
も
、
昭
然
忽
ち

あ
き
らか
な
り
。
ん
で
旨
に
依
り
、
悉
く
の
制
を
改
む
。
惟
た
だ
五
經
を
用
い
る
を
本
と
爲
し
、
其
の

『
爾
』『
易
』『
書
』『
大
戴
禮
』
は
、
ち
是
れ
經
誥
の
流 た
ぐ
い
な
り
。
愚 わ
が
意
も
亦
た
用
を
取
る
。
臣
又
た

の
書
殷
頌
・

を
ね
、
稱
美
是
れ
一
に
し
て
、
復
た
各
々
時
事
を
ぶ
。
大
梁
を
革
め
、
武
を
偃 ふ
し
文
を
修
め
、
禮
を
制 つ
くり
樂
を
作
り
、
義
は
三
正
（
語
 ①
）
よ
り
高
し
。
而
る
に
の
歌
辭
を
撰
す
る
に
、
惟
だ
!
よ
う
やく

"の
美
を
稱
し
て
、
了 つ
いに
皇
制
作
の
事
を
序 の
べ
ず
。
頌
の
例
、
體
に
於
い
て
#を
爲
す
。
伏
し
て
以 おも
えら
く
、
旨
の
定
め
し
の
樂
論
・
鍾
律
・
$
%は
、
文
思
深
&た
り
。
命
世
（
語
 ②
）
一
た
び
出
で
て
、
方 は
じ
め
て
日
'に
懸
く
。
不
刊
の
典
、
禮
樂
の
、
治
を
(す
の
す
な
り
。

み
て
一
二
	綴
し
、
各
々
事
に
隨
い
義
を
顯
か
に
し
、
以
て
制
作
の
美
を
明
ら
か
に
す
。
思
い
を
覃 ふ
かく
し
て
日
を
累
ね
、
今
始
め
て
克
よ
く
就
な
り
、
み
て
以
て
上
す
。
」
敕
し
て
竝
び
に
施
用
せ
し
む
。
こ
こ
で
彼
も
、
や
は
り
詔
敕
同
樣
、
沈
の
樂
が
、
經
典
の
語
の
み
で
)
さ
れ
て
い
な
い
點
を
批
*し
、
樂
で
用
い
る
語
は
、
五
經
と
そ
の
流
れ
を
く
む
書
物
か
ら
取
る
べ
き
で
あ
る
、
と
+張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
武
,と
蕭
子
雲
の
兩
-が
と
も
に
批
*す
る
の
は
、
沈
が
樂
に
用
い
た
語
の
出
典
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
沈
の
制
作
し
た
樂
が
、
梁
の
武
,や
蕭
子
雲
が
+張
す
る
ほ
ど
に
、
樂
の
あ
る
べ
き
.か
ら
/
0し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
天
監
年
1、
沈
に
命
じ
て
樂
を
制
定
さ
せ
た
の
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
梁
の
武
,自
身
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
の
志
向
す
る
樂
を
制
定
さ
せ
る
こ
と
は
、
當
時
で
も
充
分
可
能
で
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
2谷
）
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語
：
①
三
正
―
3・
殷
・
の
三
代
の
4（
建
子
・
建
丑
・
建
寅
）
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
そ
の
王
を
さ
す
。
②
命
世
―
こ
こ
は
「
命
世
才
」
と
同
じ
く
、
當
世
の
5名
な
6出
し
た
人
物
の
こ
と
。
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
當
時
は
實
現
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
が
、
彼
ら
の
沈
批
の
當
性
を
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
是
非
を
檢
證
す
る
た
め
に
、
や
は
り
、
沈
・
蕭
子
雲
兩
の
、
實
際
の
作
品
の
典
據
を
逐
一
査
す
る
こ
と
が
不
可
缺
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
梁

	樂
（
燕
射
歌
辭
）
の
典
據
査
宋
の
郭

倩
『
樂
府
詩
集
』
の
中
に
收
さ
れ
て
い
る
梁
代
の
	樂
の
う
ち
、
沈
制
作
に
よ
る
も
の
は
、
郊
廟
歌
辭
・
燕
射
歌
辭
を
あ
わ
せ
た
四
十
八
首
（
卷
三
「
郊
廟
歌
辭
三
」
・
卷
九
「
郊
廟
歌
辭
九
」
・
卷
十
四
「
燕
射
歌
辭
二
」
に
收
）、
蕭
子
雲
が
制
作
し
た
	樂
は
、
燕
射
歌
辭
の
十
九
首
（
『
樂
府
詩
集
』
卷
十
四
「
燕
射
歌
辭
二
」
に
收
）
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
（
４
）。
今
回
は
、
兩
の
作
し
た
	樂
の
典
據
を
比
較
す
る
査
が
目
で
あ
る
た
め
、
査
對
象
を
、
兩
の
作
品
が
現
存
す
る
「
燕
射
歌
辭
（
梁
三

	樂
歌
）」
の
十
九
首
（
「
俊
	三
首
」
、
「
胤
	」
、
「
寅
	」
、
「
介
	三
首
」
、
「
需
	八
首
」
、
「
雍
	三
首
」
）
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。な
お
今
回
の
査
に
あ
た
っ
て
、
燕
射
樂
辭
の
本
文
は
『
樂
府
詩
集
』
（
中
書
局
、
一
九
九
八
年
第
五
印
刷
）
を
用
い
た
。
１
俊
	三
首
『
隋
書
』
樂
志
に
よ
れ
ば
、「
俊
	」
は
、
衆
官
の
出
入
時
に
奏
さ
れ
る
曲
で
あ
る
。
『
禮
記
』
王
制
の
「
司
徒
士
之
秀
升
之
學
、
曰
俊 、
士
也
」
に
由
來
す
る
。
其
一
沈

設
官
分
職
（
１
）、
髦
俊
攸
俟
（
２
）。
髦
俊
伊
何
、
貴

齒
（
３
）。
乂
咸
事
（
４
）、

多
士
（
５
）。
區
區
衞
國
、

君
子
。
之
得
人
（
７
）、
猷
乃
理
。
官
を
設
け
職
を
分
か
つ
は
、
髦 ぼ
う
俊 しゆ
んの
俟 ま
つ
攸 とこ
ろ。
髦
俊
伊
れ
何
ぞ
、
を
貴
び
齒 よわ
いを
ぶ
。
は
乂
咸 み
な事 こ
とと
し
、
は

や
すら
か
に
し
て
士
多
し
。

た
る
衞
國
、
お
君
子
を
る
。
の
人
を
得
て
、
猷
乃
ち
理 お
さむ
。
（
１
）『
禮
』
天
官
冢
宰
：
「
設
官
分
職
」
。
（
２
）『
毛
詩
』
大
	「

樸
」
：
「
髦
士
攸
宜
」
、
毛
傳
「
髦
、
俊
也
」
。
（
３
）『
禮
記
』
祭
義
：
「
昔
有
 氏
、
貴
而
齒
」
。
（
４
）『
書
』
 書
皐
陶
謨
：
「
九
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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咸
事
、
俊
乂
在
官
」。
（
５
）『
毛
詩
』
大
「
文
王
」：「
濟
濟
多
士
、
文
王
以
」
。
（
６
）『
史
記
』
高
本
紀
：
「
夫
籌
策
帷
帳
之
中
、
決
於
千
里
之
外
、
吾
不
如
子
。
	國
家
、
撫
百
姓
、
給
餽

、
吾
不
如
蕭
何
。
百
萬
之
軍
、
戰
必
、
攻
必
取
、
吾
不
如
韓
信
。
此
三
、
皆
人
也
、
吾
能
用
之
、
此
吾
以
取
天
下
也
」。
其
一
蕭
子
雲
惟
王
建
國
、
辨
方
正
位
（
１
）。
於
赫
有
梁
、
向
明
而
治
。
知
人
則
哲
（
２
）、
聰
明
文
思
（
３
）。
思
皇
多
士
（
４
）、
俊
乂
咸
事
（
５
）。
弗
惟
其
官
、
惟
人
乃
備
。
惟
れ
王
國
を
建
て
、
方
を

わ
かち
位
を
正
す
。
於 あ
あ赫
た
り
有
梁
、
明
に
向
か
い
て
治
ま
る
。
人
を
知
ら
ば
則
ち
哲
、
聰
明
文
思
な
り
。
思 こ
こ
に
皇
士
を
多
く
し
、
俊
乂
咸 み
な事 こ
とと
す
。
惟 た
だ
に
其
の
官
の
み
に
弗 あ
らず
、
惟
れ
人
乃
ち
備
わ
る
。
（
１
）『
禮
』
天
官
冢
宰
：「
惟
王
建
國
、
辨
方
正
位
」。
（
２
）『
書
』
書
皐
陶
謨
：
「
惟
其
之
、
知
人
則
哲
、
能
官
人
」
。
（
３
）『

書
』
書
堯
典
：
「
昔
在
堯
、
聰
明
文
思
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
大

「
文
王
」：「
思
皇
多
士
、
生
此
王
國
」。
（
５
）『
書
』
書
皐
陶
謨
：
「
九
咸
事
、
俊
乂
在
官
」。
其
二
沈

開
我
八
襲
、
闢
我
九
重
（
１
）。
珮
流
、
纓
有
容
。
袞
衣
邁
、
列
辟
雲
從
。
義
東
序
（
２
）、
事
美
西
雍
（
３
）。
分
階
等
肅
、
列
齊
恭
。
我
が
八
襲
を
開
き
、
我
が
九
重
を
闢
く
。
珮
き
を
流
し
、
纓

容
有
り
。
袞
衣
に
邁 す
すみ
、
列
辟
雲
の
ご
と
く
從
う
。
義
は
東
序
を
ね
、
事
は
西
雍
を
美 よ
みす
。
階
を
分
か
つ
も
等
し
く
肅 つ
つ
しみ
、
列
を
に
す
る
も
齊
し
く
恭 つつ
しむ
。
（
１
）『
文
』
張
協
「
七
命
」
：
「
應
門
八
襲
、
臺
九
重
」
。
（
２
）
『
禮
記
』
王
制
：
「
后
氏
國
老
於
東
序
」
。
（
３
）『
毛
詩
』
頌
「
振
鷺
」：「
振
鷺
于
飛
、
于
彼
西
 」。
其
二
蕭
子
雲
訓
!庶
工
（
１
）、
位
以
序
。
恭
己
而
治
、
垂
旒
當
"。
或
以
言
揚
、
或
以
事
舉
（
２
）。
春
#秋
覲
、
圭
$惟
%（
３
）。
&
&
'
(（
４
）、
峨
峨
齊
楚
。
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
#梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
)谷
）
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庶
工
を
訓 く
ん

て
き
し
、
位
は
を
以
て
序
す
。
己
を
恭 つ
つ
し
み
て
治
め
、
旒 り
ゆ
う
を
垂
れ
て

ち
よに
當
た
る
。
或
い
は
言
を
以
て
揚
げ
、
或
い
は
事
を
以
て
ぐ
。
春
に

ま
みえ
秋
に
覲 ま
みえ
て
、
圭
・

惟
れ

つ
らぬ
。
	
	た
る


ほ
う・

し
ゆ
ん、
峨
峨
た
る
齊
・
楚
。
（
１
）『
書
』
書
官
：「
訓
厥
官
」。
（
２
）『
禮
記
』
文
王
世
子
：
「
或
以

、
或
以
言
揚
、
或
以
事
舉
」。
（
３
）『
禮
』
秋
官
司
寇
：
「
春

侯
而
圖
天
下
之
事
、
秋
覲
以
比
邦
國
之
功
」
。
『
毛
詩
』
小
「
之
初
筵
」
：
「
豆
有
楚
、
核
維
」
。
（
４
）『
左
傳
』
僖
公
二
十
四
年
：「
畢
原


、
文
之
昭
也
」。
其
三
沈

重
列
北
上
、
分
庭
陛
。
百
司
揚
職
（
１
）、
九
相
禮
（
２
）。
齊
宋
舅
甥
、
魯
衞
兄
弟
（
３
）。
思
皇
藹
藹
、
群
龍
濟
濟
（
４
）。
我
有
嘉

（
５
）、
實
惟
悌
（
６
）。
重
列
北
上
し
、
庭
を
分
か
ち
陛
を
に
す
。
百
司
職
を
揚
げ
、
九

相
い
禮
す
。
齊
・
宋
は
舅
甥
な
り
、
魯
・
衞
は
兄
弟
な
り
。
思 こ
こに
皇
藹
藹
た
り
、
群
龍
濟
濟
た
り
。
我
に
嘉
有
り
、
實
に
惟
れ
悌
た
り
。
（
１
）『
書
』
書
立
政
：
「
大
、
小
伯
、
藝
人
、
表
臣
、
百
司
」
。
（
２
）『
禮
』
秋
官
司
寇
司
儀
：「
司
儀
、
掌
九
儀
之
客
擯
相
之
禮
、
以
詔
儀
容
・
辭
令
・
揖
讓
之
」
。
（
３
）『
史
記
』
魯
公
世
家
：
「
公
乃
奉
王
命
、
興
師
東
伐
、
作
大
誥
。
遂
誅
管
叔
、
武
庚
、
放
蔡
叔
。
收
殷
餘
民
、
以
封
康
叔
於
衞
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
大
「
文
王
」：「
思
皇
多
士
、
生
此
王
國
。
王
國
克
生
、
維
之
。
濟
濟
多
士
、
文
王
以
」
。
大
「
卷
阿
」
：
「
藹
藹
王
多
吉
士
、
維
君
子
使
媚
于
天
子
」
。
（
５
）『
毛
詩
』
小
「
弓
」
：
「
我
有
嘉
、
中
心

之
」。
（
６
）『
毛
詩
』
小
「
湛
露
」：「
豈
弟
君
子
、
莫
不
令
儀
」。
其
三
蕭
子
雲
客
入
金
奏
（
１
）、
至
縣
興
（
２
）。
威
儀
有
則
（
３
）、
是
 是
升
。
百
辟
卿
士
（
４
）、
元
首
是
承
（
５
）。
左
右
秩
秩
（
６
）、
!
"且
矜
。
彝
倫
攸
序
（
７
）、
王
猷
以
凝
。
客
入
り
て
金
奏
さ
れ
、
至
り
て
縣 け
ん興 お
こる
。
威
儀
に
則 の
り有
り
、
是
に
 り
是
に
升
る
。
百
辟
・
卿
士
、
元
首
是
れ
承
く
。
左
右
秩
秩
と
し
て
、
!に
"に
し
て
且
つ
矜 きよ
うた
り
。
彝 い
倫 り
んの
序 の
ぶ
る
攸 とこ
ろ、
王
猷
以
て
凝 さ
だま
る
。
中
國
詩
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（
１
）『
禮
』
春
官
宗
伯
鍾
師
：
「
鍾
師
掌
金
奏
」
。
（
２
）『
禮
記
』
仲
尼
燕
居
：
「
兩
君
相
見
、
揖
讓
而
入
門
、
入
門
而
縣
興
」
。
（
３
）『
國
語
』
語
中
：
「
容
貌
有
祟
、
威
儀
有
則
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
大

「
假
樂
」
：
「
百
辟
卿
士
、
媚
于
天
子
」
。
（
５
）『
書
』
書
禝
：
「
股
肱
喜
哉
、
元
首
哉
」
。
（
６
）『
毛
詩
』
小
「
之
初
筵
」
：
「
之
初
筵
、
左
右
秩
秩
」。
（
７
）『
書
』
書
洪
範
：「
王
乃
言
曰
、
嗚
呼
、
箕
子
、
惟
天
陰
	下
民
、
相
協
厥
居
、
我
不
知
彝
倫
攸
敍
」。
２
胤

皇
太
子
の
出
入
の
際
に
演
奏
さ
れ
る
。
『
詩
經
』
大
「

醉
」
の
「
君
子
萬
年
、
永
錫
祚
胤 、
」
に
由
來
す
る
。
沈

自
昔
殷
代
、
哲
王
有
（
１
）。



、
惟
是
守
。
上
天
乃
眷
、
大
梁

受
。
灼
灼
重
明
（
２
）、
仰
承
元
首
。
體
乾
作
貳
、
命
斯
九
。
置
保
置
師
、
居
居
後
。
星
比
（
『
隋
書
』
樂
志
上
で
は
「
北
」
に
作
る
）
、
克
萬
壽
。
自
昔
む
か
し
殷
代
よ
り
、
哲
王

た
が
いに
有
り
。

く
だり
て

る
に
び
、
惟
れ

是
れ
守
る
。
上
天
乃
ち
眷 かえ
りみ
、
大
梁

に
受
く
。
灼
灼
た
る
重
明
、
仰
ぎ
て
元
首
を
承
く
。
乾
を
體
し
貳
を
作 な
し
、
命
は
斯
の
九
を
す
。
保
を
置
き
師
を
置
き
、
に
居
り
後
に
居
る
。
星

き
を
比 く
らべ
、
克
く
壽
を

さ
かん
に
す
。
（
１
）『
書
』
書
酒
誥
：
「
在
昔
殷
先
哲
王
」
。
（
２
）『
易
』
離
彖
傳
：
「
日
麗
乎
天
、
百

木
麗
乎
土
。
重
明
以
麗
乎
正
、
乃

天
下
」。
蕭
子
雲
天
下
爲
家
（
１
）、
大
梁
受
命
。
眷
求
一
（
２
）、
惟
烈
無
競
（
３
）。
儀
刑
哲
王
（
４
）、
元
良
慶
（
５
）。
灼
灼
明
兩
、
作
離
承
（
６
）。

外
發
（
７
）、
 文
性
（
８
）。
立
師
立
保
、
左
右
惟
政
。
休
有
烈
光
（
９
）、
星
比
!。
天
下
家
を
爲
し
、
大
梁
命
を
受
く
。
一
"を
眷
求
し
、
惟
れ
烈 れ
つ
競 つ
よ
き
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
哲
王
に
儀
刑
し
て
、
元
良

こ
こ
に
慶 よろ
こ
ぶ
。
灼
灼
た
る
明
兩
、
離
を
作
し
を
承
く
。


外
に
發
き
、
 文
性
を
す
。
師
を
立
て
保
を
立
て
、
左
右
惟
れ
政 た
だ
す
。
休 うる
わ
し
く
烈
光
有
り
、
星
!ん
な
る
を
比 く
らぶ
。
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
#梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
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）
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（
１
）『
禮
記
』
禮
：
「
今
大

隱
、
天
下
爲
家
」
。
（
２
）『
書
』
書
咸
有
一
：
「
眷
求
一
、
俾
作

	」
。
（
３
）『
毛
詩
』

頌
「
武
」
：
「
於
皇
武
王
、
無
競
維
烈
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
大
「
文
王
」
：
「
儀
刑
文
王
、
萬
邦
作
孚
」。
（
５
）『
禮
記
』
文
王
世
子
：「
一
有
元
良
」。
（
６
）『

易
』
離
象
傳
：
「
象
曰
、
明
兩
作
離
。
大
人
以
繼
明
照
于
四
方
」
。
（
７
）『
禮
記
』
樂
記
：
「
而

發
外
、
唯
樂
不
可
以
爲
僞
」
。
（
８
）『
禮
記
』
文
王
世
子
：「
是
故
其
也
懌
、
恭
而
文
」。
（
９
）
『
毛
詩
』

頌
「
載
見
」：「
革
有
、
休
有
烈
光
」。
３
寅

王
公
の
出
入
の
際
に
奏
さ
れ
る
。
『
書
』

官
の
「
貳
公
弘
、
寅 、
亮
天
地
」
に
由
來
す
る
。
沈

禮
莫
、
樂
舉
。

辟
、


。
執
桓
蒲
（
１
）、
列
齊
。
垂
袞
毳
、
紛
容
與
。
升
有
儀
、
有
序
。
齊
簪
、
笑
語
（
２
）。
始
矜
嚴
、
 酣
!。
禮
は
う
莫
く
、
樂
は

つ
ぶ
さに
"ぐ
。
辟
を

ひ
き
、

に

ま
みゆ
。
桓
・
蒲
を
執
り
、
齊
・
を
列
す
。
袞 こ
ん毳 ぜ
いを
垂
れ
、
紛
と
し
て
容
與
た
り
。
升
る
に
儀
有
り
、
る
に
序
有
り
。
簪 し
ん

ふ
つを
齊
し
く
し
、
笑
語
を
る
。
矜
嚴
に
始
ま
り
、
酣
!に
 わ
る
。
（
１
）『

禮
』
秋
官
司
寇
：
「
#男
執
蒲
璧
、
其
他
皆
如
#子
之
禮
」
。
（
２
）『
毛
詩
』
小
「
蓼
蕭
」：「
燕
笑
語
兮
是
以
有
譽
處
兮
」。
蕭
子
雲
車
同
軌
、
行
同
倫
（
１
）。
來
萬
國
、
相
九
$（
２
）。
群
后
、

%
臣
（
３
）。
禮
時
行
、
樂
日
新
。
&夷
則
（
４
）、
奏
寅
。
袞
衣
'、
玉
帛
陳
。
儀
抑
抑
（
５
）、
皇
恂
恂
（
６
）。
車
は
軌
を
同
じ
く
し
、
行
は
倫
を
同
じ
く
す
。
(國
よ
り
來
た
り
、
九
$を
相 み
る
。
群
后
を

ひ
き
、
%
じ
ん臣 し
んを

ま
みえ
し
む
。
禮
は
時
に
行
わ
れ
、
樂
は
日 ひ
びに
新
た
な
り
。
夷
則
を
&
う
ち
、
寅
を
奏
す
。
袞
衣
'
き
、
玉
帛
陳 な
らぶ
。
儀
抑
抑
た
り
、
皇
恂
恂
た
り
。
（
１
）『
禮
記
』
中
庸
：
「
天
下
車
同
軌
、
書
同
文
、
行
同
倫
」
。
（
２
）
『

禮
』
秋
官
司
寇
司
儀
：「
司
儀
、
掌
九
儀
之
$客
擯
相
之
禮
、
以
詔
儀
容
・
辭
令
・
揖
讓
之
)」
。
（
３
）『
毛
詩
』
大
「
文
王
」
：
「
王
之
%臣
、
無
念
爾
*」
。
（
４
）『

禮
』
春
官
宗
伯
大
司
樂
：
「
以
祭
中
國
詩
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山
川
、
乃
奏
夷
則
」
。
（
５
）『
毛
詩
』
大
「
抑
」
：
「
抑
抑
威
儀
、
維
之
隅
」。
（
６
）『
論
語
』
黨
：「
孔
子
於
黨
、
恂
恂
如
也
」。
４
介
三
首
壽
酒
を
獻
上
す
る
際
に
奏
さ
れ
る
。
『
詩
經
』
大
「
醉
」
の
「
君
子
萬
年
、
介 、
爾
景
」
に
由
來
す
る
。
其
一
沈

百
四
象
初
（
１
）、
萬
壽
三
元
始
（
２
）。
拜
獻
惟
袞
職
（
３
）、
同
心
協
卿
士
。
北
極
永
無
窮
、
南
山
何
足
擬
（
４
）。
百
は
四
象
の
初
め
、
壽
は
三
元
の
始
め
。
拜
獻
し
て
袞
職
を
惟 お
も
い
、
心
を
同
じ
う
し
て
卿
士
を
協 あ
わす
。
北
極
永
く
窮
ま
る
こ
と
無
く
、
南
山
何
ぞ
擬
す
る
に
足
ら
ん
。
（
１
）『
毛
詩
』
大
「
假
樂
」
：
「
干
祿
百
」
。
（
２
）『
毛
詩
』
小

「
天
保
」
：
「
樂
只
君
子
、
萬
壽
無
期
」
。
（
３
）『
左
傳
』
宣
公
二
年
「
又
曰
、
袞
職
有
闕
、
惟
仲
山
甫
補
之
、
能
補
	也
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
小
「
天
保
」：「
如

之
恆
、
如
日
之
升
。
如
南
山
之
壽
、
不
騫
不
。
如
松
柏
之
、
無
不
爾
或
承
」。
其
一
蕭
子
雲
明
君
創
洪
業
、
大
同
登
頌
聲
（
１
）。
開
元
洽
百
禮
（
２
）、
來
儀
奏
九
（
３
）。
申
錫
南
山
祚
（
４
）、
赫
赫
復
明
明
（
５
）。
明
君
洪
業
を
創 は
じめ
、
大
同
頌
聲
を
登 の
ぼす
。
開
元
百
禮
を
洽 そ
なえ
、
來
儀
九
を
奏
す
。
申 か
さね
て
錫 た
まう
南
山
の
祚
、
赫
赫
と
し
て
復
た
明
明
た
り
。
（
１
）『
書
』
書
洪
範
：
「
卿
士
從
、
庶
民
從
、
是
之
謂
大
同
」
。
（
２
）『
毛
詩
』
頌
「
豐
年
」
：
「
以
洽
百
禮
、

孔
皆
」
。
（
３
）
『
書
』
書
稷
：「
鳥
獸
蹌
蹌
、
簫
韶
九
。
鳳
皇
來
儀
、
曰
、
於
予
石
拊
石
。
百
獸

、
庶
尹
允
諧
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
頌
「
烈
」：「
申
錫
無
疆
、
爾
斯
」。
（
５
）『
毛
詩
』
大
「
常
武
」：
「
赫
赫
明
明
、
王
命
卿
士
」。
其
二
沈

壽
隨
百
禮
洽
（
１
）、
慶
與
三
升
。
惟
皇
集

（
２
）、
景
互
相
仍
（
３
）。
申
錫
永
無
（
４
）、
穰
必
來
應
（
５
）。
壽
は
百
禮
に
隨
い
て
洽 そ
なわ
り
、
慶
は
三
と
與
に
升
る
。
惟
れ
皇
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
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
を
集
め
、
景

互
い
に
相
い
仍
る
。
申 か
さね
て
錫 た
まい
て
永
く

わ
す
る
る
こ
と
無
く
、
穰
必
ず
來
應
す
。
（
１
）『
毛
詩
』
頌
「
豐
年
」
：
「
以
洽
百
禮
．

孔
皆
」
。
（
２
）
『
毛
詩
』
頌
「
	」
：
「
綏
我
眉
壽
、
介
以

」
。
（
３
）『
毛
詩
』
大

「
醉
」：「
醉
以
酒
、

以
。
君
子
萬
年
、
介
爾
景
」。
（
４
）『
毛
詩
』
頌
「
烈
」
：
「
申
錫
無
疆
、
爾
斯
」
。
（
５
）
『
毛
詩
』
頌
「
執
競
」：「

穰
穰
、



」。
其
二
蕭
子
雲
三
禮
樂
和
、
百
隨
春
酒
（
１
）
。
玉
樽
湛
而
獻
、
聰
明
作
元
后
（
２
）。
安
樂
享
年
、
無
疆
臣
拜
手
（
３
）。
三

禮
樂
和
し
、
百

春
酒
に
隨
う
。
玉
樽
湛 た
たえ
て
獻
じ
、
聰
明
元
后
と
作
な
る
。
安
樂
し
て
年
を
享
う
け
、
無
疆
臣
拜
手
す
。
（
１
）『
毛
詩
』
風
「
七
」
：
「
爲
此
春
酒
、
以
介
眉
壽
」
。
（
２
）
『
書
』
書
泰
誓
上
：
「
亶
明
、
作
元
后
、
元
后
作
民
父
母
」
。
（
３
）『
書
』
書
太
甲
中
：
「
伊
尹
以
冕
、
奉
嗣
王
歸
于
亳
、
作
書
曰
、
民
非
后
、
罔
克
胥
匡
以
生
。
后
非
民
、
罔
以
辟
四
方
。
皇
天
眷
佑
有
、
俾
嗣
王
克
厥
、
實
萬
世
無
疆
之
休
。
王
拜
手
稽
首
曰
…
」。
其
三
沈

百
味
含
馨
、
六
飮
莫
能
（
１
）。
玉
罍
信
湛
湛
、
金
卮
頗
搖
漾
。
舉
發
天
和
、

流
嘉
（
２
）。
百
味
は
に
馨 か
お
りを
含
み
、
六
飮
は
能
く

く
わ
う
る
莫
し
。
玉 ぎよ
く
罍 ら
い
信 まこ
と
に
湛
湛
と
し
て
、
金
卮
頗
る
搖 よ
う漾 よ
うた
り
。


天
和
を
發
し
、


嘉 か

き
よ
うを
流
す
。
（
１
）『
禮
』
天
官
冢
宰
：「
醫
、
掌
和
王
之
六
、
六
飮
、
六
膳
、
百
羞
、
百
 、
八
珍
之
齊
」
。
（
２
）
魏
文
!「
與
鍾
大
理
書
」
：
「
嘉

"腆
、
敢
不
欽
承
」。
其
三
蕭
子
雲
四
氣
新
元
旦
（
１
）
、
萬
壽
初
今
。
趨
拜
齊
袞
玉
、
鐘
石
變
簫
韶
（
２
）。
日
升
等
皇
#、
洪
基
$且
遙
。
四
氣
元
旦
に
新
た
に
、
%壽
今
に
初 は
じま
る
。
趨
拜
袞
玉
を
中
國
詩
文
論
叢
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齊
し
く
し
、
鐘
石
簫
韶
を
變
ず
。
日
は
升
り
て
皇
と
等
し
く
、
洪
基
は

ば
くと
し
て
且
つ
遙
か
な
り
。
（
１
）『
爾
』
釋
天
：
「
春
爲
陽
、
爲
朱
明
、
秋
爲
白
藏
、
爲
玄
。
四
氣
和
謂
之
玉
燭
」
。
（
２
）『
	書
』

書
稷
：
「
鳥
獸
蹌
蹌
、
簫
韶
九
。
鳳
皇
來
儀
、
曰
、
於
予
石
拊
石
。
百
獸

、
庶
尹
允
諧
」。
５
需
八
首

の
際
に
奏
さ
れ
る
。
『
易
經
』
需
象
傳
の
「
雲
上
於
天
、
需 、
、
君
子
以
飮
宴
樂
」
に
由
來
す
る
。
其
一
沈

實
體
心
待
和
味
、
庶
羞
百
品
多
爲
貴
（
１
）
。
或
鼎
或
宣
九
沸
（
２
）、
楚
桂
胡
鹽

卉
。
加
列
俎
且
蔚
。
實
體
心
し
て
和
味
を
待
ち
、
庶 しよ
し
羞 ゆ
う
百
品
多
く
貴
爲 た
り
。
或
い
は
鼎
も
て
或
い
は

し
も
て
九
沸
を
宣
べ
、
楚
桂
・
胡
鹽

ほ
う卉 き
を

え
らぶ
。

た
か
つ
きを
加
え
俎
を
列
べ

ほ
り
て
且
つ
蔚 さ
かん
な
り
。
（
１
）『
禮
』

：「

掌
王
后
世
子
膳
羞
之
亨
煎
和
之
事
、
辨
體
名
肉
物
、
辨
百
品
味
之
物
」
。
（
２
）『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覽
：
「
五
味
三
材
、
九
沸
九
變
、
火
爲
之
紀
」。
其
一
蕭
子
雲
農
用
八
政
爲
元
（
１
）、
播
時
百
民
 天
（
２
）。
!嘗
郊
"盡
#
虔
（
３
）、
讌
饗
饋
禮
$宣
。
九
功
惟
序
登
頌
絃
（
４
）。
農 あ
つく
す
る
に
八
政
を
用
い
は
元 も
とを
爲
す
。
時 こ
の
百
を
播 ま
く
は
民
の
天
と
す
る
 な
り
。
!
て
い
嘗 しよ
う
郊
"
#虔
を
盡
く
し
、
讌
饗
饋
き

し
よ
く
禮
$宣 の
ぶ
。
九
功
惟
れ
序 の
べ
頌
絃
に
登 の
ぼす
。
（
１
）『
	書
』
書
洪
範
：「
農
用
八
政
」。
（
２
）『
	書
』

書
%典
：
「
汝
后
稷
、
播
時
百
」
。
（
３
）『
禮
記
』
中
庸
：
「
明
乎
郊
"之
禮
、
!嘗
之
義
」
。
（
４
）『
	書
』

書
大
禹
謨
：
「
九
功
惟
敍
、
九
敍
惟
歌
」。其二
沈

五
味
九
變
&六
和
（
１
）、
令
甘
旨
庶
且
多
（
２
）。
三
危
之
露
九
期
禾
（
３
）、
圓
案
方
丈
粲
星
羅
。
皇
舉
斯
樂
同
山
河
。
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
'梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
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五
味
九
變
六
和
を
ね
、
令
甘
旨
庶 もろ
も
ろに
し
て
且
つ
多
し
。
三
危
の
露
九
期
の
禾
、
圓
案
方
丈
粲
星
さ
ん
せ
いの
ご
と
く
羅 つ
らぬ
。
皇 お
おい
に
斯
の
樂
し
み
げ
て
山
河
と
同
じ
う
す
。
（
１
）『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覽
：「
五
味
三
材
、
九
沸
九
變
、
火
爲
之
紀
」。
『
禮
記
』
禮
：
「
五
味
、
六
和
、
十
二
、
相
爲
質
也
」
。
（
２
）
『
儀
禮
』
士
冠
禮
：「
醴
辭
曰
、
甘
醴
惟
厚
、
嘉
令
。
拜
受
祭
之
、
以
定
爾
	。
承
天
之
休
、
壽
考
不

」
。
（
３
）『
書
』
書
典
：
「
放
驩
兜
于
崇
山
、
竄
三
于
三
危
」。
其
二
蕭
子
雲
感
物
而
動
物
靡
遂
、
大
羹
不
和
有
味
（
１
）
。
非
極
口
腹
而
行
氣
（
２
）、
之
民
心
攸
貴
（
３
）、
爲
禮
本
與
。
（
４
）
物
に
感
じ
て
動
け
ば
物

と
ぐ
る
靡
し
、
大 た
い羹 こ
う不
和
に
し
て
味
有
り
。
口
腹
を
極
め
て
氣
を
行
う
を
非
と
し
、
之
が
民
心
を
し
て
貴
ぶ
攸 とこ
ろを
せ
ば
、

い
ず
く
んぞ
禮
の
本 も
と

よ
うと

き
と
爲
さ
ん
や
。
（
１
）『
禮
記
』
樂
記
：
「
人
生
而
靜
、
天
之
性
也
。
感
於
物
而
動
、
性
之
欲
也
」
。
（
２
）『
禮
記
』
樂
記
：
「
大
饗
之
禮
、
玄
酒
而
俎
腥
魚
、
大
羹
不
和
、
有
味
矣
」
。
（
３
）『
禮
記
』
樂
記
：
「
是
故
先
王
之
制
禮
樂
也
、
非
以
極
口
腹
耳
目
之
欲
也
」
。
（
４
）『
禮
記
』
樂
記
：
「
禮
民
心
、
樂
和
民
聲
、
政
以
行
之
、
刑
以
防
之
、
禮
樂
刑
政
、
四
而
不
悖
、
則
王
備
矣
」
。
（
５
）『
儀
禮
』
聘
禮
：
「
明
日
拜
于
、
拜
與
」。
其
三
沈

九
州
上
腴
非
一
族
（
１
）、
玄
碧
樹
壽
木
（
２
）。

采
之
不
盈
掬
（
３
）、
用
拂
腥
羶
和
九
（
４
）。
 甘
且
飫
!遐
"。
九
州
の
上 じよ
う
腴 ゆ
一
族
に
非
ず
、
玄

碧
樹
壽
の
木
。


之
を
采
る
も
掬 き
くに
盈 み
た
ず
、
用 も
つて
腥 せ
い羶 せ
んを
拂
い
九
を
和
す
。
（
１
）
班
固
「
西
#賦
」
：
「
實
之
毛
、
則
九
州
之
上
腴
焉
」
。
（
２
）
『
藝
文
$聚
』
	瑞
部
上
「
木
」：「
本
%經
曰
、
赤
一
名
丹
、
&
一
名
金
、
白
一
名
玉
、
'
一
名
玄
、
紫
一
名
木
」。『
列
子
』
湯
問
篇
：「
碧
樹
而
(生
、
實
丹
而
味
酸
」。
『
山
)
經
』
)經
)外
南
經
‥「
*與
鑿
齒
戰
於
壽
之
野
、
*射
之
」。
（
３
）『
毛
詩
』
小
+「
采
,」
：
「

采
,、
不
盈
一
-」
。
（
４
）
張
衡
「
南
#賦
」：「
蘇
.紫
薑
、
拂
徹
羶
腥
」。『
/禮
』
地
官
司
徒
：
中
國
詩
文
論
叢
第
二
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「
廩
人
、
掌
九
之
數
、
以
待
國
之
匪
頒
・
賜
・
稍
」。
其
三
蕭
子
雲
始
飮
物
之
初
（
１
）、
設
卦
觀
象
受
以
需
（
２
）。
民
乃
粒
有
牲
芻
（
３
）、
自
衞
反
魯
刪
詩
書
（
４
）、
弋
不
射
宿
已
（
５
）。

こ
れ
飮
を
始
む
る
は
物
の
初
め
な
り
、
卦
を
設
け
象
を
	
み
受
く
る
に
需
を
以
て
す
。
民
乃
ち
粒 く
ちい
て
牲
芻
有
り
、
衞
自
り
魯
に
反
り
詩
書
を
刪
り
、
弋 よ
くし
て
宿
を
射
ず
し
て
は
已
に

さ
る
。
（
１
）『
禮
記
』
禮

‥
「
夫
禮
之
初
、
始
飮
」
。
（
２
）『
易
』
繋
辭
上
：「
人
設
卦
觀
象
」。『
易
』
需
象
傳
：「
雲
上
於
天
、
需
、
君
子
以
飮
宴
樂
」
。
（
３
）『
書
』
書
禝
：
「
民
乃
粒
」
。
（
４
）『
列
子
』
符
：
「
孔
子
自
衞
魯
」
。
（
５
）『
論
語
』
而
：
「
子
而
不
綱
、
弋
不
射
宿
」。
其
四
沈

人
欲
大
味
爲
先
（
１
）
、
興
和
盡
咸
在
旃
。
碧
鱗
朱
尾
獻
嘉
鮮
（
２
）、
紅
毛


輕
。
臣
拜
稽
首
萬
斯
年
（
３
）。
人
欲
の
大
と
す
る

味
を
先
と
爲
し
、
和
を
興
し
を
盡
く
す
は
咸 み
な
旃 こ
れに
在
り
。
碧
鱗
朱
尾
嘉
鮮
を
獻
じ
、
紅
毛


輕 け
い

け
んを

お
と
す
。
臣
拜
し
稽
首
す

よ
ろ
づな
れ
斯
の
年
。
（
１
）『
禮
記
』
禮

‥
「
飮
男
女
、
人
之
大
欲
存
焉
」
。
（
２
）『
藝
文
聚
』
魏
・
劉
邵
「
七
」：「
榮
時
子
曰
、
洞
庭
之
、
出
于
江
 。
紅
腴
!鱸
、
朱
尾
碧
鱗
。
金
光
鏡
野
、
旌
旗
"天
。
雷
輜
翳
路
、
風
馬
如
雲
」。
（
３
）『
毛
詩
』
大
#「
江
$」：「
虎
拜
稽
首
、
天
子
萬
年
」。
其
四
蕭
子
雲
在
昔
哲
王
觀
民
志
（
１
）、
庶
羞
百
品
因
時
備
（
２
）。
爲
善
不
同
同
歸
治
（
３
）、
蔬
膳
菲

%始
至
。
&物
以
躬
行
'位
（
４
）。
在
昔
む
か
し
哲
王
民
の
志
を
	
み
、
庶 し
よ
羞 しゆ
う
百
品
時
に
因
り
て
備
う
。
善
を
爲
す
こ
と
同
じ
か
ら
ざ
る
に
同
じ
く
治
に
歸
し
、
蔬
膳
菲
ひ

し
よ
く
%始
め
て
至
る
。
物
に
&
し
た
がい
て
以
て
躬 みず
から
'位
に
行
う
。
（
１
）『
書
』
書
康
誥
：
「
別
求
聞
由
古
先
哲
王
、
用
康
保
民
」
。
（
２
）『
禮
』
(
)：「
(
)掌
王
*后
世
子
膳
羞
之
+亨
煎
和
之
事
、
辨
體
名
肉
物
、
辨
百
品
味
之
物
」
。
（
３
）『
書
』
書
蔡
仲
之
命
：
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
,梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
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「
爲
善
不
同
、
同
歸
于
治
」
。
（
４
）『
書
』
書
呂
刑
：
「
堯
躬
行

在
上
」。
其
五
沈

鐘
以
俟
惟
大
國
、
況
乃
御
天
流
至
。
侑
斯
舉
揚
	則
（
１
）、
其
禮
不

儀
不
（
２
）。
風
猷
被
深
且
塞
。
鐘
を
ち
て
以
て
俟 ま
つ
は
惟
れ
大
國
、
況 いわ
ん
や
乃
ち
天
に
御
し
て
至
を
流
す
を
や
。
斯
の
を
侑 ゆ
う

し
よ
くし
	則
を
揚
げ
、
其
の
禮


あ
や
また
ず
儀

た
がわ
ず
。
風
猷
の
被 お
おう

深
く
且
つ
塞 み
つ
。
（
１
）『
禮
』
天
官
冢
宰
膳
夫
：
「
王
日
一
舉
、
鼎
十
有
二
、
物
皆
有
俎
、
以
樂
侑
」
。
（
２
）『
毛
詩
』
曹
風
「
鳩
」
：
「
鳩
在
桑
、
其
子
在
棘
。
淑
人
君
子
、
其
儀
不
」。
其
五
蕭
子
雲
有

風
采
蘋
（
１
）、
薀
之
非
八
珍
（
２
）。
澗
溪
沼
沚
貴
先
民
（
３
）、
明
信
之
感
人
。
譬

祭
在
西
鄰
（
４
）。
に

け
い

し
や
く
有
り
風
に
采
蘋
あ
り
、
薀 う
ん

そ
うの
は
八
珍
に
非
ず
。
澗
溪
沼
沚
先
民
を
貴
び
、
明
信
の
は
人
を
感
ぜ
し
む
。

や
く祭
西
鄰
に
在
る
に
譬 た

と
う
。
（
１
）『
毛
詩
』
大
「

」
。
『
毛
詩
』
召
南
「
采
蘋
」
。
（
２
）『

禮
』
天
官
冢
宰
：「
醫
、
掌
和
王
之
六
、
六
飮
、
六
膳
、
百
羞
、
百
、
八
珍
之
齊
」
。
（
３
）『
左
傳
』
隱
公
三
年
：
「
苟
有
明
信
、
澗
溪
沼
沚
之
毛
、
蘋
薀
之
、
筐
筥
釜
之
、

行
潦
之
水
、
可
於
鬼
、
可
羞
於
王
公
」
。
（
４
）『
易
』
 濟
象
傳
：
「
東
鄰
!牛
、
不
如
西
鄰
之
祭
。」
其
六
沈

膳
夫
奉
職
獻
"
#（
１
）、
不
$不
夭
咸
以
時
（
２
）。
%甘
&
'別
(
)、
其
不
爽
受
*釐
（
３
）。
於
焉
+豫
永
無
期
（
４
）。
膳
夫
職
を
奉
じ
て
"
#を
獻
じ
、
$
べ
いを
と
ら
ず
夭 よ
うを
と
ら
ず
咸 み
な
時
を
以
て
す
。
甘
を
%
と
と
のえ
'を
&
か
な
え
て
(
じ
よ
う
)
し
を
別
か
ち
、
其
の

爽 た
がわ
ず
*釐
を
受
く
。
焉
に
於
い
て
+予
は
永
く
期
無
し
。
（
１
）『
禮
』
天
官
冢
宰
‥
「
膳
夫
、
掌
王
之
飮
膳
羞
、
以
,王
-
后
世
子
」
。
（
２
）『
禮
記
』
.令
孟
春
：
「
是
.也
、
命
樂
正
入
學
/
中
國
詩
文
論
叢
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一
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。
乃
修
祭
典
。
命
祀
山
林
川
澤
、
犧
牲
毋
用
牝
。
禁
止
伐
木
。
毋

、
毋
孩
蟲
胎
夭
飛
鳥
。
毋
、
毋
卵
」
。
（
３
）『
毛
詩
』
小

「
蓼
蕭
」
‥
「
其
不
爽
、
壽
考
不
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
小
「
白
駒
」
‥
「
爾
公
爾
候
、
	豫
無
期
」。
其
六
蕭
子
雲
行
葦
之


勿
踐
（
１
）、
惟
血
氣
無
身
剪
（
２
）。
人
之
心

而
顯
（
３
）、
千
里
之
應
出
言
善
（
４
）。
況
豚
魚
革
典
（
５
）。
行
葦
の


お
踐 ふ
む
こ
と
な
勿
く
、

い
ずく
ん
ぞ
惟
だ
に
血
氣
身
の
剪 き
る
無
か
ら
ん
や
。
人
の
心
は

に
し
て
顯
わ
れ
、
千
里
の
應
は
言
を
出
だ
す
に
善
し
。
況 い
わん
や
豚
魚
を

そ
だて
典
を
革 あら
たむ
る
を
や
（
１
）『
毛
詩
』
大
「
行
葦
」
序
：「
行
葦
、
忠
厚
也
」。
（
２
）『
禮
記
』
玉
‥「
君
子
庖
廚
、
凡
有
血
氣
之
、
弗
身
踐
也
」。 （
３
）『
左
傳
』
公
十
四
年
：
「
春
秋
之
稱

而
顯
」
。
（
４
）『
易
』
繋
辭
上
：
「
君
子
居
其
室
、
出
其
言
善
、
則
千
里
之
外
應
之
」
。
（
５
）『
易
』
中
孚
彖
傳
‥
「
豚
魚
吉
、
信
豚
魚
也
」。
其
七
沈

備
味
斯
饗
惟
至
、
咸
人
禮
爲
。
或
風
或
流
歌
詠
、
負
鼎
言
歸
殷
命
（
１
）。
悠
悠
四
同
茲
慶
。
味
を
備
え
斯 こ
こに
饗
す
る
は
惟 た
だ
至
の
み
、
咸 み
な
人
を
し
禮
を
と
爲
す
。
或
い
は
風
或
い
は

歌
詠
に
流 つ
たえ
、
鼎
を
負
い
て
言 こ
こ
に
歸
し
殷
命
を

ひ
らく
。
悠
悠
た
る
四

茲
の
慶 よ
ろ
こび
を
同
じ
う
す
。
（
１
）『
史
記
』
殷
本
紀
：
「
伊
尹
名
阿
衡
。
阿
衡
欲
奸
湯
而
無
由
、
乃
爲
有
氏
臣
、
負
鼎
俎
、
以
味
湯
、
 于
王
!」。
其
七
蕭
子
雲
春
酸
"
#各
有
宜
（
１
）、
筐
筥
$釜
備
%
&（
２
）。
逡
'揖
讓
詔
司
儀
（
３
）、
(高
制
)明
等
差
（
４
）、
君
臣
之
序
正
在
斯
（
５
）。
春
酸
"
#
各
々
宜
し
き
有
り
、
筐 きよ
う筥 き
よ
$
き
釜 ふ
%
き
ゆ
う
&
い
を
備
う
。
逡
'と
し
て
揖 ゆ
う
讓 じよ
うし
司
儀
に
詔 つ
ぐ
、
(高
制
)し
て
等
差
を
明
ら
か
に
し
、
君
臣
の
序
正
に
斯
に
在
り
。
（
１
）『
禮
記
』
*則
‥
「
凡
和
、
春
多
酸
、
"多
#、
秋
多
辛
、
+多
鹹
、
,以
滑
甘
」
。
（
２
）『
左
傳
』
隱
公
三
年
：
「
筐
筥
$釜
之
-」
。
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
.梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
/谷
）
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（
３
）『
禮
』
秋
官
司
寇
司
儀
：「
司
儀
、
掌
九
儀
之
客
擯
相
之
禮
、
以
詔
儀
容
・
辭
令
・
揖
讓
之
」
。
（
４
）『
易
』
繋
辭
上
：
「
高
以
陳
、
貴
賎
位
矣
」
。
（
５
）『
禮
記
』
射
義
‥
「
故
燕
禮
、
以
明
君
臣
之
義
也
。
飮
酒
之
禮
。
以
明
長
幼
之
序
也
」。
其
八
沈
	

我
六
穗
羅
八
珍
（
１
）、
洪
鼎
自
爨
匪
勞
。
荊

物
必
來
陳
、
滑
甘

味
和
（
２
）。
以
斯
至
被
無
垠
。
我
が
六
穗
を


え
らび
八
珍
を
羅 つ
らね
、
洪
鼎
自
ら
爨 か
しぐ
は
を
勞
す
る
に
匪 あ
ら
ず
。
荊
物
を
み
て
必
ず
來
陳
し
、
滑
甘

し
ゆ
う

す
い
味
は
を
和 な
ごま
す
。
斯
の
至
を
以
て
無
垠
を
被 お
おう
。
（
１
）
司
馬
相
如
「
封
禪
文
」
：
「
一
莖
六
穗
於
庖
」
。
李
善
「
鄭
玄
曰
、『
、
擇
也
。
一
莖
六
穗
、
謂
嘉
禾
之
米
於
庖
廚
以
供
祭
祀
』」。
『
禮
』
天
官
冢
宰
：「
醫
、
掌
和
王
之
六
、
六
飮
、
六
膳
、
百
羞
、
百
、
八
珍
之
齊
」
。
（
２
）『
禮
記
』
則
：
「
・
・
枌
・
楡
・
・
薨
・
・
以
滑
之
」。
其
八
蕭
子
雲
日
光
風
四
塞
、
規
饗
有
序
儀
不
（
１
）。
匪
天
私
梁
乃
佑
、
光
被
四
表
自
南
北
（
２
）。
長
世
綴
旒
爲
下
國
（
３
）。
日
に
光
あ
り
て
風
四 よ
もに
塞 み
ち
、
規
饗
に
序
有
り
て
儀

た
がわ
ず
。
天
の
梁
を
私
わ
た
く
しす
る
に
匪 あ
らず
し
て
乃
ち
を
佑 た
すく
、
光
は
四
表
を
被 お
お
い
て
南
北
自
り
す
。
長
世
旒 りゆ
うを
綴 つ
づる
は
下
國
の
爲 た
めな
り
。
（
１
）『
毛
詩
』
曹
風
「
鳩
」
：
「
鳩
在
桑
、
其
子
在
棘
。
淑
人
君
子
、
其
儀
不
」
。
（
２
）『
書
』
 書
「
堯
典
」
：
「
光
被
四
表
、
格
于
上
下
」。
（
３
）『
毛
詩
』
!頌
「
長
發
」：「
爲
下
國
綴
旒
」。
６
雍
"三
首
撤
#の
際
に
奏
さ
れ
る
。
『
禮
記
』
仲
尼
燕
居
の
「
大
饗
客
出
以
雍 、
撤
」
に
由
來
す
る
。
其
一
沈
	
明
明
在
上
（
１
）、
其
儀
有
序
（
２
）。
$事
靡
%、
收
&撤
俎
。
乃
升
乃
'、
和
樂
備
舉
（
３
）。
天
莫
(（
４
）、
人
謀
是
與
。
)行
禮
*
（
５
）、
茲
焉
讌
語
。
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明
明
と
し
て
上
に
在
り
、
其
の
儀
序
有
り
。
事
を
え
る
に

あ
や
まる
靡 な
く
、

け
いを
收
め
俎
を
撤
す
。
乃
ち
升
り
乃
ち
り
、
和
樂
備
す
。
天

う
莫
く
、
人
謀
是
れ
與
す
。
	行
禮

し
、
茲 こ
こ
に
讌
語
す
。
（
１
）『
毛
詩
』
大
「
大
明
」
：
「
明
明
在
下
、
赫
赫
在
上
」
。
（
２
）
『
儀
禮
』
士
冠
禮
：
「
禮
儀
有
序
」
。
（
３
）『
毛
詩
』
頌
「
有
瞽
」
：
「
備
乃
奏
、
簫
管
備
擧
」
。
（
４
）『
毛
詩
』
風
「
谷
風
」
：
「


莫
、
爾
同
死
」
。
（
５
）『
左
傳
』
襄
公
二
十
五
年
：
「

	行
其
禮
、
之
以
文
辭
」。
其
一
蕭
子
雲
穆
穆
天
子
（
１
）、
時
惟

	。
濟
濟
群
公
（
２
）、
恭
爲
柄
。
爲
撤
有
典
、
膳
夫
是
命
。
禮
行
嘗
（
３
）、
義
光
聘
。
饗
其
（
４
）、
民
洽
其
慶
。
穆
穆
た
る
天
子
、
時 こ
れ
惟 こ
れ

	な
り
。
濟
濟
た
る
群
公
、
恭
し
く
柄
と
爲
る
。
撤
を
爲
す
に
典
有
り
、
膳
夫
是 こ
こ
に
命
ず
。
禮
は

て
い
嘗 し
よ
うを
行
い
、
義
は
聘
を
光 かが
やか
す
。
は
其
の
を
饗 う
け
、
民
は
其
の
慶 よろ
こび
に
洽 やわ
らぐ
。
（
１
）『
毛
詩
』
頌
「
」
：
「
相
維
辟
公
、
天
子
穆
穆
」
。
（
２
）『
禮
記
』
曲
禮
下
：
「
天
子
穆
穆
、
侯
皇
皇
、
大
夫
濟
濟
」
。
（
３
）『
禮
記
』
中
庸
：「
明
乎
郊
之
禮
、
嘗
之
義
」。
（
４
）『
禮
記
』「
禮
」：
「
鬼
饗
」。
其
二
沈

我
惟
阜
、
我
肴
孔
庶
（
１
）。
嘉
味
充
、
旨
斯
飫
。
屬
厭
無
爽
（
２
）、
冲
和
在
御
。
壤
齊
歡
（
３
）、
懷
生
等
豫
。
 庶
乃
粒
（
４
）、
實
由
仁
恕
。
我
が

し
ゆ
んは
惟
れ
阜 ゆ
た
かな
り
、
我
が
肴
は
孔
だ
庶 お
おし
。
嘉
味
に
充
ち
、
旨
斯
に
飫 あ
く
。
屬
厭
爽 た
がう
無
く
、
冲
和
御
に
在
り
。
壤
を
ち
て
齊
し
く
!び
、
生
を
豫
い
て
等
し
く
豫 よろ
こぶ
。
 
じ
よ
う
庶 し
よ
乃
ち
粒 く
ら
う
、
實
に
仁
恕
に
由
る
。
（
１
）『
毛
詩
』
小
「
小
明
」
：
「
我
事
孔
庶
」
。
（
２
）『
左
傳
』
昭
公
二
十
八
年
：
「
願
以
小
人
之
腹
、
爲
君
子
之
心
、
屬
厭
而
已
」
。
（
３
）
『
論
衡
』
感
"：「
堯
時
天
下
大
和
、
百
姓
無
事
、
有
五
十
之
民
、

壤
於
塗
」。
（
４
）『
#書
』
$書
%禝
：「
 民
乃
粒
」。
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
&谷
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其
二
蕭
子
雲
有
和
羹
、
戒
且
。
亦
有
其
、
亦
惟
克
明
。
其
惟
（
１
）、
其
惟
。
百
禮
斯
洽
（
２
）、
三
宥
已
行
（
３
）。
明
哉
元
首
、
	駿
其
聲
（
４
）。
お
和
羹
有
り
、
に
戒 いま
しめ
且
つ
ら
か
な
り
。
亦
た
其
の

し
ゆ
ん
有
り
、
亦
た
惟
れ
克 よ
く
明
ら
か
な
り
。
其
の

惟
れ

な
らび
、
其
の

惟
れ
る
。
百
禮
斯
に
洽 あま
ねく
、
三
宥
已
に
行
わ
る
。
明
な
る
か
な
元
首
、
	
こ
こに
其
の
聲
を
駿 お
おい
に
す
。
（
１
）『
毛
詩
』
小

「
之
初
筵
」
：
「
豆
有
楚
、
核
維
」
。
（
２
）『
毛
詩
』
小

「
之
初
筵
」
：
「
烝
烈
、
以
洽
百
禮
」
。
（
３
）『
禮
』
秋
官
司
寇
：
「
壹
宥
曰
不
識
、
再
宥
曰
失
、
三
宥
曰

」
。
（
４
）『
毛
詩
』
大

「
文
王
有
聲
」
：
「
文
王
有
聲
、
	駿
有
聲
」。其三
沈

百
司
列
、
皇
在
在
陛
。
飫
且
、
卒

禮
。
其
容
穆
穆
、
其
儀
濟
濟
（
１
）。
凡
百
庶
僚
、
莫
不
悌
（
２
）。
奄
有
萬
國
、
抑
由
天
。
百
司
列
し
、
皇
在
り
て
陛
に
在
り
。
に
飫 あ
き
且
つ
、

を
卒 お
え
禮
を
す
。
其
の
容
穆
穆
た
り
、
其
の
儀
濟
濟
た
り
。
凡
百
の
庶
僚
、
悌
た
ら
ざ
る
莫
し
。
國
を
奄
有
す
る
は
、
抑 そも
そも
天
に
由
る
。
（
１
）『
禮
記
』
曲
禮
下
：
「
天
子
穆
穆
、
侯
皇
皇
、
大
夫
濟
濟
、
士
蹌
蹌
、
庶
人

。
」
。
（
２
）『
毛
詩
』
小

「
湛
露
」
：
「
豈
弟
君
子
、
莫
不
令
儀
」。
其
三
蕭
子
雲
戒
有
章
（
１
）、
卒
惟
序
。
庭
鳴
金
奏
、
凱
收
筥
。
客
出
以
雍
、
撤
以
振
（
２
）。
離
磬
乃
作
、
和
鐘
備
舉
（
３
）。
濟
濟
威
儀
、



（
４
）。
戒
す
る
に
章
有
り
、
を
卒 お
う
る
に
惟
れ
序
あ
り
。
庭
に
は
金
奏
鳴
り
、
凱 や
わら
ぎ
て
筥
を
收
む
。
客
は
出
づ
る
に
雍
を
以
て
し
、
撤
す
る
に
振
を
以
て
す
。
離
磬
乃
ち
作 な
り
、
和
鐘
備
 す
。
濟
濟
た
る
威
儀
、

こ
う

こ
うた
る

し
ゆ
ん

き
よ。
（
１
）『
左
傳
』
襄
公
十
四
年
‥
「
衞
獻
公
戒
孫
文
子
・
!惠
子
」
。
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（
２
）『
禮
記
』
仲
尼
燕
居
：「
客
出
以
雍
、
徹
以
振
」。
（
３
）『
毛
詩
』
頌
「
有
瞽
」：「
備
乃
奏
、
簫
管
備
舉
」。
（
４
）『
禮
記
』
明
堂
位
：
「
垂
之
和
鐘
、
叔
之
離
磬
、
女
之
笙
簧
。
后
氏
之
龍

、
殷
之
崇
牙
、
之
璧
	」。
沈

・
蕭
子
雲
兩
に
よ
る
燕
射
歌
辭
の
典
據
は
、
ほ
ぼ
以
上
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
に
、
兩
の
典
據
の
傾
向
に
相
が
あ
る
か
ど
う
か
を
査
結
果
か
ら
檢
證
し
た
い
。
沈

が
制
定
し
た
の
樂
に
對
す
る
批
の
焦
點
は
、
經
書
以
外
の
書
物
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
た
。
こ
の
點
に
つ
い
て
べ
て
み
る
と
、
沈

が
制
定
し
た
燕
射
歌
辭
十
九
首
の
中
で
、
經
書
以
外
の
典
據
を
用
い
た
も
の
は
、
十
一
首
あ
る
（
「
俊
」
の
三
首
、
「
介
」
其
三
の
一
首
、
「
需
」
其
一
・
其
二
・
其
三
・
其
四
・
其
七
・
其
八
の
六
首
、
「
雍
」
其
二
の
一
首
）。
十
九
首
中
十
一
首
に
經
書
以
外
の
書
物
か
ら
引
い
た
典
據
が
み
ら
れ
る
と
い
う
點
を
考
え
れ
ば
、
沈

の
樂
の
歌
詞
は
、
梁
の
武
や
蕭
子
雲
に
よ
っ
て
「
舛
謬
多
し
」
と
斷
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
側
面
を
持
つ
だ
ろ
う
。
他
方
、
蕭
子
雲
が
制
定
し
た
燕
射
歌
辭
の
典
據
は
、
經
書
び
ほ
ぼ
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
、
と
し
て
よ
い
。
「
郊
廟
歌
辭
は
、
應
に
典
誥
の
大
語
を
須 も
ちう
べ
し
、
子
・
史
の
文
章
の
淺
言
を
雜
用
す
る
を
得
ず
」
と
い
う
武
の
意
向
を
嚴
密
に
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。し
か
し
、
沈

の
樂
が
、
樂
と
し
て
の
あ
り
方
か
ら
大
幅
に

れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
か
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
沈

の
樂
に
お
い
て
も
、
典
據
と
し
て
用
い
ら
れ
る
言
は
、
や
は
り
經
書
か
ら
の
も
の
が
大
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
經
書
以
外
か
ら
の
典
據
は
、
せ
い
ぜ
い
一
首
一
例
ず
つ
ぐ
ら
い
の
合
で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
首
單
位
で
見
た
場
合
、
必
ず
し
も
そ
の
「
舛
謬
」
が
目
立
つ
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
普
年
の
樂
の
改
定
は
、
沈

の
樂
で
は
不
徹
底
だ
っ
た
箇
を
よ
り
嚴
密
に
し
た
、
と
い
う
價
が
ふ
さ
わ
し
い
。
三
沈

と
梁
の
武


に
お
い
て
、
沈

と
蕭
子
雲
が
制
定
し
た
梁
代
の
燕
射
歌
辭
を
取
り
上
げ
、
そ
の
典
據
を
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
普
年
に
蕭
子
雲
が
改
定
し
た
樂
の
歌
詞
は
、
沈

の
制
定
し
た
も
の
以
上
に
、
經
書
を
典
據
と
す
る
方
針
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
徹
底
ぶ
り
は
、

樂
改
定
を
命
じ
た
梁
の
武
の
い
意
向
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
に
梁
の
武
の
意
圖
す
る
宮
の
樂
が
、
天
監
年
に
は
實
現
で
沈

・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
 谷
）
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き
ず
、
普
年
に
よ
う
や
く
そ
の
實
現
を
見
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
特
に
、
天
監
年
の
樂
制
定
に
か
か
わ
っ
た
沈
・
梁
の
武
蕭
衍
、
二
人
の
政
治
・
文
學
地
位
に
意
し
て
み
た
い
（
５
）。
沈
は
、
文
學
史
に
は
、
南
齊
の
竟
陵
王
蕭
子
良
の
邸
宅
に
集
ま
っ
た
文
人
集
團
「
竟
陵
八
友
」
（
６
）
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
謝
	・
王
融
ら
と
と
も
に
、
聲

・
詩
型
を
重
ん
じ
る
永
明
體
の
創
始
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
７
）。
他
方
、
梁
の
武
蕭
衍
も
當
時
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
り
、
彼
も
ま
た
沈
と
同
じ
く
「
竟
陵
八
友
」
の
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
文
學
は
沈
の
も
の
と
は
な
っ
て
い
る
。
彼
は
沈
ら
の

に
よ
る
當
時
の
新
し
い
文
學
の
動
向
に
對
し
て
、
充
分
な
理
解
を
示
し
て
い
な
い
。
沈
の
提
唱
し
た
「
四
聲
」
を
、
武
が
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
８
）か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
時
代
は
少
し
下
る
が
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
文
蕭
綱
の
も
と
で
、
永
明
體
の
流
れ
を
く
む
「
宮
體
詩
」
（
９
）
が
流
行
し
た
時
に
、
武
は
そ
の
創
始
の
一
人
で
あ
る
徐
を
問
責
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
る
（
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
て
、
彼
の
文
學
は
、
梁
代
の
文
學
集
團
の
一
で
あ
る
「
古
體
（
守

）
」
に
い
、
や
や
保
守
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う （
）。
彼
が
、
樂
制
定
の
詔
敕
を
下
し
た
と
き
、
古
樂
の
復
活
を
張
し
た
の
も
、
ま
た
、
普
年

の
樂
改
訂
の
と
き
、
經
書
か
ら
の
引
用
に
こ
だ
わ
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
文
學
と
密
接
に
關
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
武
・
沈
、
二
人
の
目
指
す
文
學
の
あ
り
方
は
、
か
な
り
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
兩
の
文
學
の
相
が
、
普
年
の
樂
の
典
據
問
題
を
お
こ
す
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
梁
の
武
の
意
圖
す
る
宮
の
樂
が
、
天
監
年
に
は
實
現
で
き
ず
、
普
年
に
よ
う
や
く
そ
の
實
現
を
み
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
當
時
の
沈
の
文
壇
・
政
界
に
お
け
る
影
力
の
大
き
さ
を
配
慮
し
た
結
果
、
と
思
わ
れ
る
。
天
監
初
年
（
五
〇
二
）
當
時
、
沈
は
、
す
で
に
文
壇
の
重
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
い
て
い
た
。
ま
た
當
時
の
政
界
に
お
い
て
も
、
彼
は
梁
建
國
の
功
勞
と
し
て
書
僕
射
（
宰
相
）
の
地
位
に
つ
い
て
い
た
。
從
っ
て
當
時
の
彼
は
、
文
壇
・
政
界
の
兩
方
に
お
け
る
第
一
人
で
あ
り
、
そ
の
影
力
は
非
常
に
大
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
天
監
年
の
樂
制
定
時
に
、
武
が
樂
に
つ
い
て
の
自
ら
の
意
向
を
實
現
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
沈
の
文
壇
・
政
界
に
お
け
る
當
時
の
影
力
を
無
 し
て
ま
で
、
自
分
の
張
を
押
し
す
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
武
の
意
圖
す
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
158
る
樂
の
改
定
は
、
天
監
十
二
年
（
五
一
三
）
の
沈
の
死
か
ら
數
年
後
の
普
年
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
＊
文
學
の
相
以
外
に
、
武
は
沈
の
爲
人
に
對
し
て
も
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
不
滿
を
	い
て
い
た
。
天
監
二
年
（
五
〇
三
）
、

書
右
僕
射
と
し
て
國
政
を
任
さ
れ
て
い
た
范
雲
が
死
去
し
た
と
き
、
武
は
沈
の
「
輕
易
に
し
て
徐
に
如
か
ざ
る
」
こ
と
を
理
由
に
、
本
來
後
任
で
あ
る
べ
き
沈
に
代
え
て
、
徐
と

の
二
人
を
國
政
に
參
畫
さ
せ
て
い
る
（
『
南
史
』
卷
三
十
四
・

傳
）
。
さ
ら
に
沈
は
年
、
梁
建
國
の
功
臣
張
稷
の
死
に
對
す
る
發
言
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
言
動
に
よ
っ
て
武
の
激
し
い
怒
り
を
か
い
、
そ
れ
が
原
因
で
死
去
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
か
ら
、
沈

に
諡
號
を
お
く
る
際
に
も
、
武
は
有
司
の
め
た
「
文
」
と
い
う
諡
號
を
し
り
ぞ
け
、
よ
り
格
の
低
い
「
隱
」
に
改
め
さ
せ
て
い
る
（
『
梁
書
』
卷
十
三
・
沈
傳
）
。
武
が
沈
の
制
定
し
た
樂
の
改
訂
を
行
っ
た
の
は
、
沈

年
の
こ
の
よ
う
な
經
も
關
係
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
蕭
子
雲
と
普
年
に
お
け
る
梁
代
の
文
學

集
團
最
後
に
、
梁
代
に
活
し
た
い
く
つ
か
の
文
學
集
團
に
つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
、
普
年
に
樂
の
改
定
を
行
っ
た
蕭
子
雲
が
ど
の
集
團
に
屬
し
て
い
た
か
を
べ
て
お
き
た
い
。
蕭
子
顯
の
『
南
齊
書
』
文
學
傳
論
や
梁
の
文
の
「
與
湘
東
王
書
」
に
よ
れ
ば
、
梁
代
の
文
學
集
團
は
、
お
お
む
ね
三
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
王
ら
謝
靈
の
山
水
詩
の
流
れ
を
く
む
「
謝
靈

」、
「
雕
蟲
論
」
を
し
て
、
當
時
の
「
麗
靡
之
詞
」（『
梁
書
』
裴
子
野
傳
）
を
批
し
、
經
書
の
文
體
を
重
ん
じ
た
裴
子
野
ら
の
「
古
體
（
守

）」、
そ
し
て
沈
ら
永
明
體
の
流
れ
を
く
み
、
韻
律
・
形
式
を
重

し
た
「
綺
羅
脂
粉
」
の
詩
風
を
特
と
す
る
、
文
蕭
綱
ら
の
「
宮
體
」、
の
三
で
あ
る
（
）。
と
こ
ろ
で
、
武
の
命
を
う
け
、
樂
を
改
定
し
た
蕭
子
雲
は
、

樂
改
定
に
關
す
る
上
奏
文
で
の
經
書
重
の
立
場
か
ら
み
て
、
彼
は
明
ら
か
に
二
の
「
古
體
」
に
屬
し
て
い
る （
）。
興
味
深
い
こ
と
に
、
蕭
子
雲
が
樂
の
改
定
を
行
っ
た
普
年
か
ら
、
「
古
體
」
の
文
學
た
ち
の
活
が
 ん
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
あ
る
。
!水
凱
夫
氏
は
、
梁
代
の
「
古
體
」
に
屬
す
る
文
學
た
ち
の
"な
活
時
期
を
、
普
年
（
五
二
〇
～
五
二
六
）
か
ら
中
大
年
（
五
二
九
～
五
三
四
）
に
か
け
て
の
梁
代
中
期
頃
と
し
（
#）、
特
に
普
七
年
（
五
二
六
）
、
裴
子
野
の
「
喩
魏
文
」
な
ど
が
武
や
徐
・

ら
$
%の
高
官
に
&價
さ
れ
て
以
'、
京
師
で
 行
し
た
と
考
え
て
い
る （
(）。
沈
・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
$梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
)谷
）
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普
年
初
め
に
、
蕭
子
雲
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
樂
改
定
も
、
こ
う
し
た
「
古
體
」
文
學
の
行
の
動
き
と
無
關
係
で
は
な
か
ろ
う
。
特
に
、
普
年
初
め
と
い
う
時
期
に
目
す
れ
ば
、
以
後
の
「
古
體
」
行
の
	機
の
一
つ
と
な
っ
た
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
天
監
年
當
時
、
文
壇
を
支
配
し
た
沈

ら
の
「
永
明
體
」
の
流
行
を
阻
止
し
て
卷
き
し
を
は
か
る
、
武
の
い
意
向
が
働
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
第
一
（
二
）
を
參
照
。
（
２
）
燕
射
歌
辭
と
は
、
天
子
と
群
臣
た
ち
と
の
宴
席
で
演
奏
さ
れ
る
樂
を
い
う
。
古
代
の
射
禮
の
一
つ
、
燕
射
の
禮
の
際
に
演
奏
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。「
燕
射
、
帥
射
夫
以
弓
矢
」（『
禮
』
春
官
樂
師
）。
（
３
）
『
禮
記
』
樂
記
篇
「
聲
之
、
與
政
矣
」「
樂
也
、
人
之

樂
也
。
而
可
以
善
民
心
、
其
感
人
深
、
其
移
風
易
俗
。
故
先
王
其

焉
。」
（
４
）
『
隋
書
』
樂
志
の
記
に
よ
れ
ば
、
郊
廟
歌
辭
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
の
樂
に
つ
い
て
も
、
蕭
子
雲
は
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
現
存
し
な
い
。
（
５
）
梁
代
の
文
學
た
ち
の
動
向
や
特
質
に
つ
い
て
は
、
に
以
下
の
先
行
論
文
を
參
照
し
た
。


『
中
國
中
世
文
學
究
―
南
齊
永
明
時
代
を
中
心
と
し
て
』（
新
樹
、
一
九
六
〇
年
）、
興
膳
宏
「
艷
詩
の
形
と
沈

」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
二
十
四
、
一
九
七
〇
年
）
、
森
野
夫
『
六
 詩
の
究
―
「
集
團
の
文
學
」
と
「
個
人
の
文
學
」
―
』
（
第
一
學
!
、
一
九
七
六
年
）、
林
田
愼
之
助
『
中
國
中
世
文
學
"論
史
』
（
創
文
、
一
九
七
九
年
）
、
#水
凱
夫
（
ａ
）
「
$文
蕭
綱
『
與
湘
東
王
書
』
考
」
（
『
立
命
%文
學
』
第
四
三
〇
～
四
三
二
號
「
白
川
靜
&士
古
稀
記
念
中
國
文
史
論
叢
」、
一
九
八
一
年
）、（
ｂ
）「
梁
代
中
期
文
壇
考
」（『
立
命
%文
學
』
第
四
三
七
・
四
三
八
號
、
一
九
八
一
年
）、（
ｃ
）『
新
文
'學
―
『
文
'』
の
新
究
』（
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）、
大
矢
根
文

(『
世
)新
語
と
六
 文
學
』（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
一
九
八
三
年
）
、
羅
根
澤
『
中
國
文
學
批
"史
』
第
一
冊
（
古
典
文
學
出
版
、
一
九
五
七
年
）、
姚
振
黎
『
沈


*其
學
+探
究
』
（
文
史
哲
出
版
、
一
九
七
九
年
）、
曹
衡
・
沈
玉
『
南
北
 文
學
史
』（
人
民
文
學
出
版
、
一
九
九
一
年
）、
,秀
惠
『
蕭
子
顯
*其
文
學
批
"』（
文
史
哲
出
版
、
一
九
九
四
年
）、
王
-煕
・
.易
生
『
中
國
文
學
批
"
史
』
第
二
冊
「
魏
晉
南
北
 卷
」（
上
/古
0出
版
、
一
九
九
六
年
）、

1初
『
魏
晉
南
北
 文
學
論
叢
』（
江
蘇
古
0出
版
、
一
九
九
九
年
）
（
６
）
「
竟
陵
王
子
良
開
西
邸
、
招
文
學
、
高
2（
武
）
與
沈

・
謝
3・
王
融
・
蕭
4・
范
雲
・
任
5・
陸
6等
竝
7焉
、
號
曰
『
八
友
』
。
」
（『
梁
書
』
卷
一
・
武
紀
上
）
（
７
）
「
永
明
末
、
爲
文
章
。
8興
沈

、
陳
郡
謝
3、
琅
9王
融
以
氣
:相
推
轂
。
汝
南

;善
識
聲
韻
。

等
文
皆
用
宮
<、
以
=上
去
入
爲
四
聲
、
以
此
制
韻
、
不
可
>減
、
世
呼
爲
『
永
明
體
』。」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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（
８
）
「
又
撰
『
四
聲
譜
』
、
以
爲
在
昔
詞
人
、
累
千
載
而
不
寤
、
而
獨
得
胸
衿
、
窮
其
妙
旨
、
自
謂
入
之
作
、
高

不
好
焉
。
問

曰
『
何
謂
四
聲
』
。
（
）
曰
『
天
子
哲
是
也
』
。
然
竟
不
	用
。
」
（『
梁
書
』
卷
十
三
・
沈

傳
）
（
９
）
「
初
、
太
宗
（
文
）
在
、
好
文
章
士
、
時
吾
與
東
徐
、
郡
陸
杲
、
彭
劉
	、
劉
孝
儀
、
儀
弟
孝
威
、
同
被
賞
接
。

居
東
宮
、
又
開
文
省
、
置
學
士
、
吾
子
信
、
子
陵
、
郡
張
長
公
、
北
地
傅
弘
、
東
鮑
至
等
充
其
。
齊
永
明
中
、
文
士
王
融
、
謝
、
沈

文
章
始
用
四
聲
、
以
爲
新
變
、
至
是
轉
拘
聲
韻
、
彌
麗
靡
、
復
踰
於
時
。」（『
梁
書
』
卷
四
十
三
・

吾
傳
）
（
10）
「
（
徐
）
文
體
別
、
春
坊
盡
學
之
。
『
宮
體
』
之
號
、
自
斯
而
。
高
聞
之
怒
、
召
加
讓
、
見
、
應
對
明
、
辭
義
可
觀
、
高
意
釋
。」（『
梁
書
』
卷
三
十
・
徐
傳
）
（
11）
た
と
え
ば
（
５
）

の
氏
論
文
で
は
の
よ
う
に
い
う
。
「
守
 
!中
人
物
年
事
比
較
長
、
他
們
依
附
"對
象
、
行
輩
也
高
、
#
$高

%蕭
衍
。
這
批
人
物
&
'學
(・
文
士
"雙
重
身
)。
他
們
*
+經
,、
潛
心
釋
典
、
與
蕭
衍
作
風
一
-」（「
梁
代
文
論
三
!
.
/」）。
梁
代
中
期
に
活
動
し
た
「
古
體
!（
守
 
!）
」
の
文
學
(集
團
に
つ
い
て
は
、
後
.の
第
四
0を
參
照
。
（
12）
（
５
）

の
論
文
參
照
。
こ
こ
で
の
文
學
(集
團
の
分
1は
、
2水
氏
の
論
文
（
ａ
）
（
ｂ
）
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
三
!の
ほ
か
に
、
昭
明
太
子
蕭
統
や
劉
3の
よ
う
な
折
衷
!と
見
な
さ
れ
る
人
々
も
い
た
。
（
13）
（
５
）

の
森
野
氏
の
論
文
第
二
章
第
三
0で
も
、
蕭
子
雲
の
交
友
關
係
か
ら
、
彼
を
「
古
體
!」
の
文
學
(と
見
な
し
て
い
る
。
（
14）
（
５
）

の
2水
氏
の
論
文
（
ｂ
）
を
參
照
。
（
15）
（
５
）

の
2水
氏
の
論
文
（
ａ
）
を
參
照
。
※
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
弘
4大
學
人
文
學
部
の
植
木
久
行
5授
か
ら
多
大
な
御
5示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
沈

・
蕭
子
雲
に
よ
る
南
6梁
の
燕
射
歌
辭
に
つ
い
て
（
7谷
）
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